

































































































































































































































































































































































蘇軾に従って学び、詩文をよくした。蘇軾に、 「太息一章、秦少章秀才を送る」 （ 『蘇軾文集』巻六四）がある。なお、范祖禹のもとの詩は伝わらない。
1○宿縁 　



















































































































その父の范百禄を大范と称するのに対していう。可人は 人柄のよい人物。徳のある人。 『蘇軾詩注解 二十一） 』に収める作品番号一八六〇の詩の注を参照
18○収羅 　
人やものをあまねく求め集めること。陳琳「袁紹の為に予州に






























































































































る」 とあり、 孔安国の伝に、 「沱・

















































































































































































































































































































山せん（釈迦説法の地） の一小峰が飛来したものと見立てて名づけた （ 『咸
















































侶の粗末な食事をいう。 蘇軾は黄州に流謫されていたときの自らの生活を、 「章子厚参政に与うる書 　









































































































































































































滕公の墓誌銘」 （ 『蘇軾文集』巻一五。以下、 「滕公の墓誌銘」と略す）は、 張方平に代わって蘇軾が書いたものである。１○先帝一句 　
先帝は、神宗のこと。滕元発が重用される前に、英宗は彼の名を書して禁中に蔵していた。後を継い



































































淹「太清宮九詠 序」 （ 『范文正公集』巻六）に、 「高平 范仲淹 　
序す」とある。風烈は、 りっぱな遺風。司馬相如「子

































































































































































































詩の注 （ 『蘇東坡詩集』 第四冊三四一頁） を参照。樊山は、 鄂
がく















鳥の賦」 （ 『文選』 巻一三） を作った。 「秋懐 　

































浙江省常州を流れる川の名（ 『太平寰宇記』巻九二 常州宜興県） 。浮玉は、 金山（江蘇省鎮江）の異称。 「常・潤の道中、銭塘を懐う有りて、述古に寄す 　
五首」その三の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊二八六頁）を参照。元豊七年（一〇八四）
八月、蘇軾は滕元発らと金山 遊び、 「滕元発・許仲塗・秦少游に次韻す」 （ 『合注』巻二四）を詠じた。このとき二人の間には、常州宜興県に土地 得て住まおうと う話があったと考えられる。二句はそのことを詠じたものであろう。 『蘇軾年譜』中冊六四五頁、 およ 蘇軾の書簡「滕元発に与う 　































































































































































































































































































































」 （ 『韓昌黎集』巻九）に、 「魚肥えて已に秀でたるを知り、鶴














































































































































































































































































































































































尚書などを歴任し、 長慶（八二一―八二四） とき淮南節度使となって再び揚州を訪れた。文宗の大和四年（八三〇）に七十二歳で卒す。 『旧唐書』巻一六四と『新唐書』巻一六七に伝がある。○飯後鐘詩 　
王播は、貧しかったころ恵



































































































































































































































































































































































































































































































































































詩の注 （ 『蘇東坡詩集』 第三冊五八一頁） を参照。 発運使は、 官職名で、 江淮地方から都への農産物等の運送をつかさどる。右司は、 右司郎中の略称で、 尚書省の六部の中の兵・刑・工部を所管する。 『続資治通鑑長編』 元祐五年五月壬申の条に、「晁端彦を江淮荊浙等路の発運使と為す」とある。年兄は、同年の科挙の及第者が互いに呼び合う呼称。特に年長者に対して用いる。この詩は句ごとに押韻している（下平十一尤の韻） 。
1〇我年一句 　
蘇軾は景祐三年（一〇三六）の生まれで、孔凡礼『蘇軾年譜』上冊五九頁によれば、晁美叔との初対













































酔翁は、欧陽修の号。 「酔翁亭の記」 （ 『歐陽文忠公文集』巻三九）で知られる。三句は原注にあるように、嘉祐





























































































































































































































































































































































雖ドモ其ノ徳ハノコリテ有 （ル） ゾ」 とある。
6〇宿草 　




















































































































































































































































































































































計画。 芝上人の発意。 ○闊 　
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この二年の ちに三度お会いしましたが、いつも自適のご様子です 今、いざ（俗世を避け ）廬山 山中
に入って行かんとされる、ご発意は思いつきのように見えますが、得
とく
道どう
はますます奥深く堅いのでしょう。
　
私はこの世に仮に身を寄せているだけ ようなも ですから、どう暮らすかを予めは決められません。江南
には千万の山々がありますが、どこにあなたのお住まいを訪ねればよいのやら。 
（担当 　
原田直枝）
